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確率の入門書は数多くあるが，その中でもこの本は，

歴史的な観点から豊富な例題を，また各章末に豊富な問

題を取り入れてやさしく解説されているので，あまり準

備なく楽しく読めるものの 1 冊である.

この本は1.確率の定義 2. 確率の直緩計算 3，

確率の基本性質， 4. 独立試行， 5. 確率変数 6. 大数

の法則， 7. 連続型確率変数 8. 正規分布 9. -<ノレコ

フ連鎖， 10. リードの法則，の 10章から成っており，マ

ルコフ連鎖， リードの法則を除いては非常に基本的，入

門的な内科が並んでいる.しかもこの本を読むには，著

者の前書きにも書かれている通り，高校の微分積分，確

率の予備知識ぐらいで十分なように思われる.また各章

の初Jめに 3 行から 6 行にわたるその章の概要が書かれて

おり，初心者にとっては読みやすい.各章について少し

詳しく見てみると，つぎのようである.

l 章・ 2 章では，確率の古典的定義，統計的定義，公

理的定義について，ラプラスの確率の定義， ミーゼスの

頻度数，コルモゴロフの公理化などと関連させて興味あ

る例題を豊富に取り入れ，歴史的背景もわかるように工

夫されて書かれているので，“確率とは何であるか"を考

えながら，古典確率論から現代確率諭への移りかわりが

十分理解できる.とくに 2 章では，たとえば担人の集団

で少なくとも 2 人が同じ誕生日をもっ確率はいくらかな

ど，実際問題と結びついた問題がたくさん取り上げられ

ていて，例題，問題を解くのが楽しい.

3 章・ 4 章でも確率の基本定理を，モンモールの手紙

の問題とかポリヤのつぼの問題とかの興味ある例を取り

入れて，入門者にはわかりにくい条件っき確率とか，独

立性の概念をわかりやすく解説している.

5 章から 8 章までは，統計の入門書にも見られる内科

であるが 7 章の連続型確率変数を取り扱うところで，

普通はルーレットなどの簡単な例題をあげて説明するわ

けであるが，ここではビュッフォンの針の問題をはじめ

とする幾何学的確率の話を述べてから連続型確率変数に

入っており，確率密度関数の導入等に工夫がうかがわれ

る. 8 章の正規分布のところでは，ガウスの誤差法則を

述べ，正規分布の出てきた由来がよくわかる.ただ，些
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細なところであるが 7 章の指数分布のところで「ワイ

フ勺レ確率紙の使い方j から例題を引用されているが， こ

こではむしろワイフール分布そのものを取り上げて解説

しその特別な場合として指数分布があることを述べる

ほうが， ワイフツレ分布の知識と，その指数分布への関連

がはっきりしてよいように恩われる.

9~. 10章は統計の入門書にはあまり見られない篠率

的なところであるが，推移確率行列，マルコフ過程，ラ

ンダムウオークなどの理論が興味ある例とともに解説さ

れている.とくに 10章のリードの法則のところでは，技

量伯仲の 2 人の勝負をとり扱い，一方がリードするとつ

ぎにリードされるまでに，そのリードがつづき，つきが

変わってリードされるとリードされた状態が思ったより

長くつづくことから問題を提起しこのリードの問題を

定式化し，直線上のランダムウオークの理論として展開

し， リードをつづける確率を具体的に計算する式を導く

まで，かなりむずかしい理論を平易に記述している点，

初心者にとっては非常に分かりやすいように思われる.

繰り返すようであるが，この本は全体を通して解説，

例題ともに歴史的背景がよく配慮してあり，かっ記述が

明解なので，確率の勉強への親しみを与える.欲をいえ

ば，ランダムウォ{クなどの話題と関連して，定式化さ

れた問題の確率の計算が困難な例をあげ，それを乱数を

用いるモンテカルロ法を用いて解いてみせる，いわゆる

“乱数とモンテカルロ法"の話題を取り入れれば， OR 

f均観点からも，より面白い商が出てくるのではなかろう

か.

以とこの書物を読んで感じたままを書かせていただい

たわけであるが，これから確率，統計の勉強を始める人

に対して，あまり準備なく楽しく読める良い入門書とし

ておすすめしたい.確率を勉強する人に非常によく読ま

れているブエラー著“確率論とその応用"についてもこ

の本を読んで、から後に読み始めると比較的楽に読める気

がするので合わせておすめしたい.

(脇本和目 岡山大学)
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